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本号の主な内容

こ
れ
に
よ
り
要
件
を
満

た
せ
な
い
病
院
が
増

え
、急
性
期
病
床
の
削

減
が
進
む
恐
れ
が
あ

る
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診

療
に
尽
力
し
て
い
る
医

療
機
関
に
と
っ
て
、新

た
な
新
興
感
染
症
が
発

生
し
た
際
に
、診
療
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
け
の
改
定
と
な
っ

て
い
る
の
か
は
疑
問
で

あ
る
が
、4
月
1
日
か

新点数検討会開催
2022年度診療報酬改定

　
協
会
は
、2
0
2
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
新
点
数
検
討

会
を
3
月
25
日（
金
）か
ら
3
月
31
日（
木
）に
か
け
て
開
催
。医
科
は

広
島
、福
山
、呉
、三
次
の
4
会
場
、歯
科
は
広
島
、福
山
の
2
会
場
で

行
い
ま
し
た
。な
お
、検
討
会
の
模
様
を
録
画
し
た
動
画
を
、当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
）で
配
信
し
て
い
ま
す
。

医
科
検
討
会

　

医
科
で
は
、長
谷
憲
理
事
長
、白

川
泰
山
副
理
事
長
、小
野
広
一
理

事
、原
豊
医
科
社
保
学
術
部
員
が

講
師
を
務
め
、保
団
連
発
行
の「
点

数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」を
用
い
て

解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
谷
理
事
長
は
挨
拶
で
、「
今
次

改
定
で
、一
般
病
床
の
重
症
度
、医

療
・
看
護
必
要
度
が
変
更
さ
れ
た
。

ら
は
新
点
数
で
運
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、こ
の
検
討
会
で
、

新
設
点
数
や
改
定
点
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
4
月
か
ら
の
診
療
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

医
科
の
入
院
に
つ
い
て
は
、一
般

病
床
の
重
症
度
、医
療
・
看
護
必
要

度
の
項
目
が
見
直
さ
れ
、基
準
を
満

た
す
病
院
数
が
急
性
期
一
般
入
院

料
1
で
マ
イ
ナ
ス
14
・
2
％
、2
で

マ
イ
ナ
ス
9
・
3
％
と
な
る
な
ど
、

軒
並
み
減
少
す
る
改
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。療
養
病
棟
で
は
、中
心
静

脈
栄
養
を
実
施
し
て
い
る
患
者（
医

療
区
分
3
）に
つ
い
て
、摂
食
・
嚥
下

機
能
の
回
復
に
必
要
な
体
制
を
有

し
て
い
な
い
場
合
は
、医
療
区
分
2

と
し
て
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料

で
は
、実
績
要
件
の
数
値
強
化
に
よ

る
振
り
落
と
し
が
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

医
科
・
外
来
医
療
に
つ
い
て
は
、

診
療
所
に
お
け
る
外
来
感
染
対
策

向
上
加
算
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

算
定
点
数
が
低
く
、厳
し
い
施
設

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、「
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
場

合
」の
点
数
が
初
・
再
診
料
等
に
新

設（
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
）。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
代
わ
り
に

利
用
し
、資
格
確
認
と
と
も
に
薬

剤
、特
定
健
診
情
報
を
取
得
し
活
用

す
る
こ
と
を
算
定
要
件
と
し
た
電

子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算
が

初
・
再
診
料
、外
来
診
療
料（
歯
科
は

初
・
再
診
料
）に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

投
薬
で
は
、湿
布
薬
の
処
方
枚
数

遇
改
善
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
科
検
討
会

　

歯
科
は
、「
2
0
2
2
年
歯
科
診

療
報
酬
改
定
と
歯
科
医
療
改
善
運

動
の
展
望
」と
題
し
て
、田
辺
隆
先

生（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会

長
、北
海
道
保
険
医
会
理
事
）を
講

師
に
テ
キ
ス
ト「
2
0
2
2
年
改
定

の
要
点
と
解
説
」を
用
い
て
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

歯
科
の
改
定
で
は
、歯
初
診（
注

1
）の
施
設
基
準
の
要
件
で
あ
る
研

修
に
新
興
感
染
症
へ
の
対
策
が
追

加
さ
れ
、初
・
再
診
料
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、歯
周
基
本
治
療
処

置
が
廃
止
・
包
括
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
学
管
理
で
は
、口
腔
機
能
管
理

料
、小
児
口
腔
機
能
管
理
料
の
対
象

年
齢
、対
象
疾
患
な
ど
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、う
蝕
多
発
傾
向
者

の
判
定
基
準
が
緩
和
さ
れ
、フ
ッ
化

物
洗
口
指
導
加
算
、フ
ッ
化
物
歯
面

塗
布
処
置
の
年
齢
上
限
も
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。診
療
現
場
の
実
態

に
沿
っ
た
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
点
数
評
価
に
つ
い
て
は

見
直
し
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
次
改
定
で
は
、歯
科
用
貴
金
属

価
格
の
随
時
改
定
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
が
、現
行
制
度
の
枠
内
で
の
緩

和
策
で
あ
り
、素
材
価
格
の
参
照
時

期
と
改
定
を
実
施
す
る
時
期
に
タ

イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
根
本
的
な
問

題
は
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。最
近

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
て
、金

パ
ラ
市
場
価
格
は
高
騰
し
て
い
ま

す
。歯
科
医
療
機
関
の
金
パ
ラ「
逆

ザ
ヤ
」の
負
担
を
解
消
す
る
、抜
本

的
な
制
度
改
善
が
必
要
で
す
。ま

た
、Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
、

チ
タ
ン
冠
な
ど
メ
タ
ル
フ
リ
ー
の

材
料
も
今
回
保
険
導
入
さ
れ
ま
し

た
が
、ま
だ
不
十
分
な
状
態
で
あ

り
、保
険
適
用
の
拡
大
も
必
要
で

す
。

が
70
枚
か
ら
63
枚
に
制

限
、リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

の
発
行
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、外
来
、在
宅

医
療
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
外
来

デ
ー
タ
提
出
加
算
の
新

設
、不
妊
治
療
の
保
険

適
用
、看
護
職
員
の
処

医科新点数検討会の様子

講師の長谷理事長（右）、小野理事（左）

講師の白川副理事長（右）、原社保部員（左）

歯科新点数検討会の様子

講師の田辺先生

2面

3面

主張「地域医療を担う医師・歯科医師に公的保障の
拡充を～会員相互の助け合い共済制度の活用を～」
／歯科・新型コロナ対策研究会／75歳以上窓口負
担2割化中止を求める署名提出国会
会員訪問／原発よりも命の海を／ロシアのウクライナ
への侵攻について、抗議声明を発表
すべての難聴児・難聴者への補助拡充を－国と県・自
治体へ要請／【医科】新型コロナウイルス感染症の
臨時的な取扱い／2022年度歯科診療報酬改定－
カルテ・レセプトに使用できる略称

新点数第2次検討会～新点数の運用対策と
Ｑ＆Ａテキストの活用～

日時：4月28日（木）19：00～21：00

　　　※要事前申込（締切4月25日（月））

ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセミ

ナーです。

医科会員の先生方には案内を郵送しています。参

加ご希望の方は、案内に記載しているURL又は

QRコードよりお申込みください。

　医科オンラインセミナー　

4面

見本
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Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
3
千
万
人
か
ら

4
千
万
人
、1
年
間
の
新
た
な
感
染

者
は
1
7
0
万
人
、1
年
の
死
亡
者

数
は
80
万
人
と
、単
独
の
微
生
物
に

よ
る
死
者
数
は
最
多
で
す
。南
ア
フ

リ
カ
地
域
で
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
た
め

に
国
民
の
平
均
寿
命
が
30
歳
、40
歳

代
ま
で
低
下
し
、感
染
症
の
脅
威
に

つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

C
O
V
ID
-19

の
唾
液
研
究
で
は
、

感
染
症
拡
大
で
唾
液
検
査
の
現
場

も
逼
迫
し
て
い
た
と
話
し
ま
す
。唾

液
中
に
は
多
く
の
ウ
イ
ル
ス
が
存

在
し
、CO

V
ID
-19

の
解
明
に
も
非

常
に
有
用
で
、口
腔
・
唾
液
を
専
門

と
す
る
歯
科
の
役
割
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

口
腔
とC

O
V
ID
-19

を
含
む
呼

吸
器
疾
患
と
の
関
連
で
は
、口
腔
細

菌
が
誤
嚥
性
肺
炎
を
引
き
起
こ
す

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
解
説
。肺
炎

歯科・新型コロナ対策
研究会開催

ニューノーマルにおける
口腔健康管理の重要性

は
呼
吸
器
官
へ
肺
炎
関
連
菌
が
付

着
し
、炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
誘

導
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し

ま
す
。口
腔
細
菌
は
肺
炎
起
因
菌
の

レ
セ
プ
タ
ー（
血
小
板
活
性
化
因
子

受
容
体
）の
発
現
を
誘
導
し
、間
接

的
に
作
用
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、口
腔
細
菌
が
直
接
的
に
炎
症

性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
産
生
を
誘
導
す

る
研
究
結
果
も
示
さ
れ
ま
し
た
。呼

吸
器
疾
患
とC

O
V
ID
-19

は
同
じ

下
気
道
の
炎
症
で
あ
り
、口
腔
ケ
ア

が
呼
吸
器
疾
患
の
改
善
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
、CO

V
ID
-19

の
重
症

化
予
防
に
も
寄
与
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、歯
学
研
究
に
お
い
て

口
腔
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
や

そ
の
増
殖
機
構
、ウ
イ
ル
ス
と
口
腔

細
菌
と
の
関
連
、唾
液
を
用
い
た

C
O
V
ID
-19

の
研
究
の
発
展
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
口
腔
ケ
ア
に

よ
っ
て
口
腔
疾
患
の
予
防
や
全
身

疾
患
の
予
防
、全
身
の
健
康
状
態
の

維
持
・
向
上
に
も
つ
な
が
る
。ひ
い

て
はC

O
V
ID
-19

の
重
症
化
を
予

防
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

C
O
V
ID
-19

の
蔓
延
に
よ
る
歯
科

受
診
控
え
に
よ
り
口
腔
環
境
が
悪

化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。口
腔

ケ
ア
に
よ
り
患
者
さ
ん
が
感
染
症

に
対
し
強
い
身
体
を
築
い
て
い
く
。

予
防
は
最
大
の
防
御
と
強
調
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
い
て
分
か
り
易
く
、と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
」「
全
身
の
健
康
に
対

す
る
口
腔
管
理
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
」「
肺
炎
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
最
新
の
知
見
が
得
ら

れ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

協
会
は
3
月
6
日（
日
）、今
井 

健
一
先
生（
日
本
大
学
歯
学
部
細
菌

学
講
座
・
総
合
歯
学
研
究
所
生
体
防

御
部
門
教
授
）を
講
師
に
招
き
、新

型
コ
ロ
ナ
対
策
研
究
会「S

A
R
S
-

C
oV
-2

と
口
腔
と
の
関
連
─
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
に
お
け
る
口
腔
健
康
管
理

の
重
要
性
─
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、新
興
感
染
症
の
歴
史

やC
O
V
ID
-19

唾
液
研
究
、口
腔
健

康
管
理
と
歯
学
研
究
の
視
点
か
ら
、

口
腔
とC

O
V
ID
-19

を
含
む
呼
吸

器
疾
患
と
の
関
連
に
つ
い
て
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、人
類
の
歴
史
は
感
染
症

と
の
闘
い
の
歴
史
と
話
し
ま
す
。Ｈ講師の今井先生

　

国
の
年
金
支
給
額
が
4
月
か
ら
0
・
4
％
引
き

下
げ
と
な
っ
た
。2
年
連
続
の
引
き
下
げ
で
あ
る
。

現
在
の
支
給
の
仕
組
み
で
は
、賃
金
よ
り
物
価
の

上
昇
が
大
き
い
場
合
で
も
年
金
額
は
連
動
せ
ず
、

物
価
上
昇
よ
り
低
い
上
昇
率
と
な
る
。翌
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
分（
マ
イ

ナ
ス
0
・
3
％
）が
、2
0
2
3
年
度
以
降
の
改
定

に
影
響
す
る
た
め
、賃
金
が
上
昇
し
た
と
し
て
も

年
金
が
増
え
る
こ
と
は
見
通
せ
な
い
。

　

公
的
年
金
は「
保
険
料
収
入
」と「
国
庫
負
担
」と

「
年
金
積
立
金
」で
賄
わ
れ
、厚
生
年
金
財
源
の
約

1
割
を
担
う「
年
金
積
立
金
」は
、2
0
0
1
年
か

ら
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法

人
）に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。今
回
、Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

が
ロ
シ
ア
企
業
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、年
金
財
政
へ
の
影
響
は

も
と
よ
り
、世
界
規
模
で
拡
が
る
ロ
シ
ア
へ
の
経
済

制
裁
な
ど
外
交
問
題
の
リ
ス
ク
も
は
ら
む
。

　

国
税
庁
が
行
っ
た「
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
」

で
、2
0
2
0
年
の
平
均
給
与
は
4
3
3
万
円
、2

年
連
続
で
減
少
と
な
っ
た
。厚
労
省
の「
2
0
1
9

年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」で
は
、所
得
3
0
0
万

円
未
満
の
世
帯
が
最
も
多
く
、平
均
所
得
金
額

（
5
5
2
・
3
万
円
）以
下
の
割
合
が
61
・
1
％
と

過
半
数
を
超
え
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。政

府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は
、1
9
9
4
年
と

2
0
1
9
年
の
比
較
で
、世
帯
の
所
得
の
中
央
値

が
、35
～
44
歳
の
世
代
で
1
0
4
万
円
減
少
、45

～
54
歳
の
世
代
で
は
1
8
4
万
円
減
少
し
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。身
の
回
り
で
は
、銀
行
手
数

料
の
改
定（
値
上
げ
や
新
設
）が
続
き
、ガ
ソ
リ
ン

代
は
高
止
ま
り
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

影
響
で
、今
後
は
小
麦
な
ど
食
料
品
の
値
上
げ
が

続
く
と
い
わ
れ
る
。社
会
保
険
料
負
担
は
増
加
す

る
ば
か
り
で
、収
入
は
減
少
し
、誰
も
が
将
来
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
の
が
今
の
日
本
の
実
態
で
は
な

い
か
。

　

保
険
医
協
会
・
保
団
連
で
は
、医
療
の
専
門
性
・

公
益
性
の
高
さ
か
ら
、医
師
・
歯
科
医
師
の
公
的
保

障
の
拡
充
を
求
め
る
一
方
で
、そ
れ
を
補
う
制
度

を
実
施
し
て
き
た
。1
9
6
8
年
に
発
足
し
た
保

険
医
年
金
は
加
入
者
5
万
2
千
人
、積
立
金
総
額

1
兆
3
千
億
円
超
と
い
う
日
本
有
数
の
私
的
年

金
に
成
長
し
、遅
々
と
し
て
改
善
さ
れ
な
い
公
的

年
金
制
度
を
補
完
し
、会
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

で
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
。こ
の
度
、長
引
く
経
済

不
況
の
煽
り
を
受
け
て
予
定
利
率
を
下
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、制
度
発
足
以
来
、個
々
の
積
立
額
を

削
減
し
た
こ
と
は
な
く
、自
在
性
や
安
定
性
の
魅

力
が
縮
減
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

将
来
へ
の
備
え
と
し
て
、開
業
医
だ
け
で
な
く
、勤

務
医
の
方
々
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　

地
域
医
療
を
担
う
開
業
医
に
は
、突
然
の
ケ
ガ

や
疾
病
で
倒
れ
た
と
き
の
備
え
と
し
て
、保
険
医

休
業
保
障
共
済
保
険（
全
国
保
険
医
休
業
保
障
共

済
会
）が
頼
り
に
な
る
。こ
の
度
、全
国
か
ら
の
要

求
に
応
え
、「
免
責
日
数
の
短
縮
」と
い
う
大
き
な

制
度
改
善
が
実
現
し
た
。こ
れ
は
既
に
加
入
し
て

い
る
先
生
方
に
も
適
用
さ
れ
る（
2
0
2
2
年
8

月
以
降
）。勤
務
医
も
加
入
で
き
る
制
度
で
あ
り
、

充
実
し
た
給
付
日
数
や
給
付
金
、加
入
時
か
ら
上

が
ら
な
い
拠
出
金（
保
険
料
）な
ど
、制
度
創
設
時

か
ら
の
良
さ
も
維
持
し
て
い
る
。自
主
共
済
規
制

が
強
ま
っ
た
当
時
は
、全
国
の
保
険
医
協
会
が
団

結
し
て
こ
の
制
度
を
守
り
、こ
の
度
の
改
定
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
は
誇
る
べ
き
も
の
だ
と
い
え
る
。

そ
し
て
、シ
ン
プ
ル
な
保
障
を
割
安
な
保
険
料
で

得
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
保
険
と
、保
険
医
年
金
・
保
険

医
休
業
保
障
共
済
保
険
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、経

費
を
抑
え
て
安
心
で
き
る
保
障
を
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

負
担
ば
か
り
が
増
え
て
脆
弱
化
し
た
社
会

保
障
制
度
を
背
景
に
、家
計
貯
蓄
率
が
急
上
昇

し
て
い
る
と
い
う（
2
0
1
9
年
度
3
・
7
％

→
2
0
2
0
年
度
13
・
1
％
・
内
閣
府
国
民
経
済
計

算
）。年
金
受
給
年
齢
は
引
き
上
げ
ら
れ
、若
い
う

ち
か
ら
備
え
る
か
働
き
続
け
る
か
の
選
択
を
求
め

ら
れ
る
今
日
、優
位
な
制
度
を
活
用
し
つ
つ
、つ
き

ま
と
う「
自
己
責
任
」と
決
別
で
き
る
よ
う
公
的
保

障
の
充
実
を
求
め
よ
う
。

主　張
地
域
医
療
を
担
う
医
師
・
歯
科
医
師
に
公
的
保
障
の
拡
充
を

～
会
員
相
互
の
助
け
合
い
共
済
制
度
の
活
用
を
～
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命の海を

原発よりも

138

原
子
力
の「
平
和
利
用
」の
詭
弁

栃
木
避
難
者
母
の
会
創
設
者
　
大
山
　
香

　

私
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り

2
0
1
1
年
10
月
福
島
県
中
通
り

よ
り
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
、当
時

二
人
の
小
学
生
の
子
供
と
夫
と
と

も
に「
自
主
」避
難
し
て
き
た
。そ

の
後
、栃
木
県
内
で
多
く
の
避
難

者
と
知
り
合
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
栃
木
避
難
者
母
の
会
を
立
ち

上
げ
た
。私
は
両
親
と
も
福
島
第
一

第
二
原
発
を
有
す
る
双
葉
郡
内
に

生
ま
れ
、自
然
の
豊
か
さ
や
血
縁

の
繋
が
り
の
濃
い
地
域
で
育
ち
高

校
卒
業
ま
で
過
ご
し
た
。そ
の
た

め
自
分
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

原
発
事
故
が
発
生
し
放
射
能
汚
染

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
、重
く
強

い
苦
悩
と
な
っ
た
。私
は
子
供
の

こ
ろ
か
ら
原
発
に
対
し
て
危
険
意

識
は
全
く
も
っ
て
お
ら
ず（
両
親

も
）、原
発
立
地
地
域
で
あ
る
こ
と

も
忘
れ
て
い
た
。故
郷
の
富
岡
町

に
は
、東
京
電
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

館
と
い
う
施
設
が
あ
っ
た
。エ
ネ
ル

ギ
ー
館
は
モ
ダ
ン
な
建
物
で
地
域

の
親
子
の
憩
い
の
広
場
、子
供
を

連
れ
て
無
料
で
遊
べ
る
様
々
な
楽

し
い
仕
掛
け
が
あ
り
、親
も
楽
し

め
た
。2
階
の
展
示
に
は
、か
わ
い

ら
し
い
模
型
と
と
も
に
原
発
の
Ｐ

Ｒ
、放
射
能
は
全
く
安
全
で
あ
る

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
優
し
い
タ
ッ

チ
で
説
明
さ
れ
て
い
た
。原
発
は

町
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、東
日
本
大
震
災
に

よ
る
1
回
の
大
地
震
が
招
い
た
原

発
事
故
で
、多
く
の
人
た
ち
の
か

け
が
え
の
な
い
日
常
の
全
て
が
崩

壊
し
た
。原
発
は
誰
も
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、次
々
と
爆
発
し

た
。全
住
民
に
避
難
指
示
が
出
さ

れ
町
は
崩
壊
し
た
。原
発
は
ち
ゃ
ぶ

台
を
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
暴
力

装
置
と
化
し
、深
い
悲
し
み
と
苦

し
み
を
大
地
に
た
た
き
つ
け
た
。

　

私
の
思
考
は
根
底
か
ら
覆
っ

た
。こ
の
11
年
の
間
で
原
発
事
故

さ
え
な
け
れ
ば
生
き
て
い
た
は

ず
の
命
が
、た
く
さ
ん
途
絶
え
て

い
っ
た
。人
も
動
物
も
。脱
原
発
の

立
場
で
研
究
者
の
生
涯
を
捧
げ
た

小
出
裕
章
氏
の
言
葉
は
説
得
力
が

あ
る
。

　
「
騙
さ
れ
た
あ
な
た
に
も
責
任

が
あ
る
」。

　

原
発
に
関
す
る
本
を
良
く
読
ん

だ
。そ
し
て
原
発
震
災
の
何
十
年

も
前
か
ら
、翼
賛
体
制
と
な
っ
て

い
る
原
子
力
行
政
に
対
し
て
国
を

批
判
し
た
り
、訴
訟
な
ど
で
争
っ

て
い
た
専
門
家
や
住
民
が
い
た
こ

と
を
初
め
て
知
っ
た
。彼
ら
の
憂

い
や
指
摘
は
見
事
に
的
中
し
、彼

ら
に
社
会
正
義
が
あ
っ
た
こ
と
を

原
発
事
故
は
証
明
し
た
。

　
『
こ
れ
ま
で
の
戦
争
で「
平
和
の

た
め
」と
言
わ
れ
な
か
っ
た
戦
争

は
恐
ら
く
な
か
っ
た
。1
』と
の
言

葉
に
あ
る
よ
う
に
、政
治
の
場
面

で
使
わ
れ
る「
平
和
」は
逆
の
意
味

だ
っ
た
。

　

1
9
5
0
年
代
、世
界
第
一
級
の

科
学
者
ま
で
も
が
原
子
力
の
科
学

技
術
の
誕
生
を
賛
嘆
し
、世
界
中

の
人
た
ち
が
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
夢
を
抱
い
て
い
た
。そ
う
い
う

中
で
、哲
学
者
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

は
、次
の
よ
う
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
た
。2 

（
た
だ
し　

彼
は
そ
の

後
、道
を
間
違
え
た
が
。）

　
「
原
子
力
が
技
術
の
管
理
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
が
、実
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
制
御
し
得
な
い
人
間

の
無
能
力
を
証
し
て
い
る
」『
そ
し

て
、本
当
に
不
気
味
な
こ
と
は
、

「
如
何
な
る
個
人
も
、集
団
も
、極

め
て
有
力
な
政
治
家
達
や
研
究
者

や
技
術
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
会

議
も
、原
子
時
代
の
歴
史
的
進
行

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
、そ
の

進
行
を
意
の
ま
ま
に
操
っ
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、時
代
に
対
す

る
支
配
を
簒
奪（
さ
ん
だ
つ
）で
き

な
い
。」今
な
お
人
類
は
核
の
扱
い

を
乗
り
越
え
て
い
な
い
。

　

核
兵
器
と
原
発
は
、表
裏
一
体

で
あ
る
。核
兵
器
も
原
発
も
ど
ち

ら
か
が
残
っ
た
ら
意
味
は
な
い
。

そ
も
そ
も
核
を
持
っ
て
も
、自
分

で
す
ら
制
御
で
き
な
い
。地
震
学

の
権
威（
石
橋
克
彦
氏
）は「
日
本

は
世
界
で
最
も
原
発
に
不
適
切
な

国
で
あ
る
」と
指
摘
し
て
い
る
。広

島
長
崎
福
島
を
経
験
し
た
私
た
ち

日
本
人
か
ら
原
発
も
核
兵
器
も
手

放
す
判
断
を
す
る
こ
と
。そ
れ
が

国
際
社
会
に
対
す
る
一
番
の
貢
献

に
な
り
、歴
史
か
ら
導
か
れ
て
い

る
答
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1「
平
和
・
人
権
・
福
祉
の
政
治
学
」

（
明
石
書
店
，1
9
9
0
年
）石
田

雄　

Ｐ
59

2「
原
子
力
時
代
に
お
け
る
哲
学
」

（
2
0
1
9
，晶
文
社
）國
分
功
一
郎

西原　典幸　先生西原　典幸　先生西原　典幸　先生西原　典幸　先生
山根歯科医院
（広島市）
山根歯科医院
（広島市）

会員訪問◯116会員訪問◯116会員訪問◯116会員訪問◯116
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　厚生労働省から出されている「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上
の臨時的な取扱い」について、2022年4月1日以降の取扱いの内容は以下の通り
です（2022年3月25日時点）。なお、臨時的取扱いの詳細については、保団連ホー
ムページの「新型コロナウイルス感染症対策特集（診療報酬特例等を含む）」を
ご覧ください。

1.新型コロナウイルス感染症患者等に対する臨時的な取扱いについて
（1）電話・情報通信機器による診療の取扱い（全患者対象）
①� 電話・情報通信機器を用いた初診（214点）、及び再診（73点）・外来診療料
（74点）と慢性疾患の診療（147点）、精神疾患の診療（147点）は、4月1日以降
も引き続き算定できる。ただし診療報酬改定で新設された初診料、再診料、
外来診療料の「情報通信機器を用いた場合」の施設基準に準じた体制の整
備に最大限努めることとされた。
②� 診療報酬改定で新設された初診料、再診料、外来診療料の「情報通信機器
を用いた場合」を算定する場合は、施設基準を満たしたうえで届出を行う。
その場合、初診料（251点）、再診料・外来診療料（73点）を算定する。なお、電
話で診療した場合は算定できない。

（2）新型コロナウイルス感染症患者等に対する診療等について
　外来、入院、在宅等で実施してきた特例的な評価については、以下の例示の
通り、一部を除き引き続き実施することとされた。
【2022年3月31日で廃止となる臨時的取扱い】
・乳幼児感染予防策加算（50点）
【2022年7月31日まで算定可能な臨時的取扱い】
・�二類感染症患者入院診療加算（外来診療・診療報酬上臨時的取扱）（250点・疑
い患者に対する外来診療の場合・診療・検査医療機関・自治体 HP 公表・対応
時間内）
【2022年4月1日以降も継続する臨時的取扱い】
＜すべての患者＞
・電話・情報通信機器による診療
・慢性疾患の診療（147点）
・精神疾患の診療（147点）
・ニコチン依存症管理料の取扱い
・在宅時医学総合管理料等の前月に月2回訪問した場合の取扱い
・過去3月以内に在宅療養指導管理料を算定した患者の取扱い
＜新型コロナウイルス感染症患者（疑い含む）＞
　外来　
・院内トリアージ実施料（300点）
＜新型コロナウイルス感染症患者＞
　外来　
・救急医療管理加算1（中和抗体薬の投与関連含む）の取扱い
・二類感染症患者入院診療加算（250点）（電話・情報通信機器を用いた場合）
・二類感染症患者入院診療加算（500点）（電話・情報通信機器を用いた場合）※ 
※�まん延防止等重点措置区域を含む都道府県に所在する医療機関で診療・検
査医療機関が対象（広島県のまん延防止等重点措置は2022年3月6日で解除
されたため、当該加算（500点）は算定できない。）

　在宅　
・院内トリアージ実施料（300点）
・緊急往診加算
・在宅酸素療法指導管理料 2
・救急医療管理加算1（中和抗体薬の投与関連含む）の取扱い
・訪問看護の取扱い
　入院　
・�一般病棟入院基本料、結核病棟入院基本料、精神病棟入院基本料、有床診療
所入院基本料において新型コロナウイルス感染症患者を入院させた場合の
救急医療管理加算1、二類感染症患者入院診療加算、二類感染症患者療養環
境特別加算の取扱い 
・治療室単位の入院料に受入れた場合の「専用病床の確保」の取扱い 
・DPC 病棟で医療資源を最も投入した場合の出来高算定の取扱い
・�療養病棟入院基本料、有床診療所療養病床入院基本料において新型コロナ
ウイルス感染症患者を入院させた場合の取扱い
・�障害者施設等入院基本料において新型コロナウイルス感染症患者を入院さ
せた場合の取扱い
・�地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料等の特定入院料において新型コ
ロナウイルス感染症患者を入院させた場合の取扱い
・�緩和ケア病棟入院料算定病棟に新型コロナウイルス感染症患者を入院させ
た場合の取扱い
・�介護医療院等（介護医療院又は介護老人保健施設）若しくは介護老人福祉施
設（地域密着型介護老人福祉施設又は介護老人福祉施設）に入所する新型コ
ロナウイルス感染者の取扱い

（3）2022年4月1日から変更となる検査に係る点数について
　新型コロナウイルス感染症に係る検査料は、2022年4月1日から以下の点数
に変更される。

検査項目 3月末まで 4月1日～6月末まで 7月～
SARS-CoV-2核酸検出（検査委託） 1,350点 850点 700点
SARS-CoV-2核酸検出（検査委託以外） 700点 700点 700点
SARS-CoV-2・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ核酸同時検出
　　　　　　　　　　　（検査委託） 1,350点 850点 700点

SARS-CoV-2・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ核酸同時検出
　　　　　　　　　　　（検査委託以外） 700点 700点 700点

SARS-CoV-2抗原検出（定性） 300点 300点 300点
SARS-CoV-2抗原検出（定量） 560点 560点 560点
SARS-CoV-2・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ抗原同時検出
　　　　　　　　　　　　　　　（定性） 420点 420点 420点

2.�「定数超過」、「月平均夜勤」、「看護要員の数」、「平均在院日数」、「重症度」、「在
宅復帰率」等の取扱い 
　「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて
（その26）」（2020年8月31日）等で示している、「定数超過」、「月平均夜勤」、「看
護要員の数」、「平均在院日数」、「重症度、医療・看護必要度」、「在宅復帰率」等
の届出などの施設基準や、患者及び利用者の診療実績等の要件に係る臨時的
な取扱いについては、2022年4月1日以降も変更なく継続することとされた。
具体的な内容は以下のアドレスを参照されたい。https://www.mhlw.go.jp/
content/000665994.pdf

3.患者及び利用者の診療実績等に係る要件の取扱い
　「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて
（その39）」（2021年3月26日）で示された、2022年度診療報酬改定前の施設基準
等のうち、1年間の実績を求めるもの（下記例示）について、現在講じている特
例的な対応は2022年3月31日で終了することとされた。
【例】
① 地域医療体制確保加算における救急搬送受け入れ件数
② 処置・手術等の時間外加算における手術等の件数
③ 個別の処置、手術等（腹腔鏡下胃切除術、経皮的僧帽弁クリップ術など）

2022年度歯科診療報酬改定
歯科のカルテ・レセプトに使用できる略称

　3月18日、厚生労働省は「歯科の診療録及び診療報酬明細書に使用で
きる略称について」（通知）を発出しました。以下、新設・変更された
項目を掲載します。（略称はゴシック体）

【新設された項目】
・初期の根面う蝕（根C）
・電子的保健医療情報活用加算（初診）（初電）
・電子的保健医療情報活用加算（再診）（再電）
・通信画像情報活用加算（ICT加算）
・口腔細菌定量検査（口菌検）
・Ni‐Tiロータリーファイル加算（NRF）
・歯周病安定期治療（SPT）
・歯肉弁根尖側移動術（APF）
・歯肉弁歯冠側移動術（CPF）
・歯肉弁側方移動術（LPF）
・遊離歯肉移植術（FGG）
・チタン冠（TiC）
・根面板（RC）
・レジン前装チタン冠（前装TiC又はゼンソウTiC）
・CAD／CAMインレー（CADIn）
【変更された項目】
・連携強化診療情報提供料（連情）
　※変更前は診療情報提供料（Ⅲ）
・歯周病処置（P処）
　※変更前は歯周疾患処置
・プラークコントロール（プラーク．C又はプラコン）
　※下線追加

医科 新型コロナウイルス感染症の臨時的な取扱いについて
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カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。近
年
、相
談

件
数
は
パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
に

続
い
て
多
く
、こ
れ
か
ら
も
増
加

し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、顧
客
等
へ
の
対
応
方
法
・
基
準

が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
異
な
る

為
、明
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、「
顧
客
等
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
・
言
動
の
う
ち
、当
該
ク

レ
ー
ム
・
言
動
の
要
求
の
内
容
の

妥
当
性
に
照
ら
し
て
、当
該
要
求

を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
・
態
様

が
社
会
通
念
上
不
当
な
も
の
で

あ
っ
て
、当
該
手
段
・
態
様
に
よ

り
、労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
も
の
」と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、言
い
が
か
り
に
よ
る

金
銭
要
求
、制
度
上
対
応
で
き
な

い
こ
と
へ
の
要
求
、土
下
座
の
強

要
、長
時
間
の
ク
レ
ー
ム
電
話
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
、患
者
の
マ
ス
ク

着
用
拒
否
等
の
行
為
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
が
与
え
る
従
業

員
へ
の
影
響
と
し
て
、健
康
不
良
、

現
場
対
応
へ
の
恐
怖
心
に
よ
る
退

職
等
、事
業
者
へ
の
影
響
と
し
て

は
、顧
客
対
応
に
よ
り
他
業
務
が

行
え
な
い
等
の
業
務
上
の
支
障
、

金
銭
的
負
担
、他
の
顧
客
の
顧
客

離
れ
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

は
、顧
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
場
合
に
十
分
な
対
応
を
と
る

こ
と
で
損
害
賠
償
請
求
等
へ
深
刻

化
す
る
の
を
予
防
す
る
重
要
性
が

あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
2
0
2
2（
令

和
4
）年
2
月
25
日
に
、カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
ポ
ス

タ
ー
を
新
た
に
発
表
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
5
種
類

で
、あ
ら
ゆ
る
業
種
に
対
応
で
き

る
よ
う
、イ
ラ
ス
ト
を
追
加
し
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
デ
ザ
イ

ン
も
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ

の
ポ
ス
タ
ー
は
、厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
活
用
に
あ
た
っ
て
の
事

前
申
請
等
は
不
要
で
す
。

　

自
身
の
事
業
所
で
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
た
場

合
に
、起
き
て
い
る
問
題
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、従
業
員
と
基
本
姿
勢
を
共
有

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

白
鷺
克
憲

（
40
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

ふ
ら
つ
き
と
嘔
吐
で
内
科
を
初

診
し
た
。第
一
に
胃
腸
疾
患
、第
二

に
耳
鼻
科
疾
患
、第
三
に
脳
神
経
疾

患
を
疑
っ
た
が
、診
察
の
結
果
、急

性
胃
腸
炎
と
診
断
さ
れ
た
。翌
日

に
脳
神
経
外
科
で
テ
レ
ビ
の
音
も

気
に
な
る
、眩
し
く
て
目
が
開
け
ら

れ
な
い
と
の
訴
え
が
あ
っ
た
の
で

精
神
安
定
剤
を
処
方
し
た
。な
お
、

Ｃ
Ｔ
は
撮
ら
な
か
っ
た
。と
こ
ろ
が

数
週
間
後
に
別
の
Ａ
医
療
機
関
で

Ｃ
Ｔ
検
査
の
結
果
、小
脳
出
血
と
診

断
さ
れ
Ｂ
医
療
機
関
へ
紹
介
し
、そ

の
医
療
機
関
に
入
院
と
な
り
小
脳

出
血
、静
脈
性
血
管
腫
と
診
断
さ
れ

た
。

　

患
者
側
は
、当
該
医
療
機
関
に
対

し
て
、小
脳
出
血
、静
脈
性
血
管
腫

の
症
状
が
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
、

適
切
な
医
療
を
受
け
る
期
間
を
喪

失
し
た
と
し
て
、証
拠
保
全
を
申
し

立
て
た
後
に
Ｂ
医
療
機
関
と
併
せ

て
、弁
護
士
を
介
さ
ず
に
調
停
を
申

し
立
て
た
。な
お
、患
者
に
後
遺
障

害
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、以
下
の

点
か
ら
医
療
過
誤
を
否
定
し
た
。

　

①
初
診
時
の
急
性
胃
腸
炎
の
診

断
は
妥
当
で
あ
っ
た
。

　

②
Ｃ
Ｔ
検
査
の
適
応
は
絶
対
で

な
い
の
で
、検
査
を
し
な
か
っ
た
こ

と
が
債
務
不
履
行
と
ま
で
は
言
え

な
い
。

　

③
Ｃ
Ｔ
検
査
を
施
行
し
て
い
れ

ば
血
管
腫
が
発
見
さ
れ
た
と
推
測

さ
れ
る
が
、発
見
さ
れ
た
と
し
て

も
、そ
の
時
点
で
手
術
は
禁
忌
で
、

対
症
療
法
し
か
な
か
っ
た
の
で
患

者
の
予
後
に
影
響
は
な
い
。

　

④
当
時
、患
者
に
は
神
経
症
状
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
小
脳
出

血
ま
で
は
疑
え
な
い
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約
1

年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

患
者
に
対
し
て
、明
ら
か
に
損
害

を
与
え
た
と
い
う
過
誤
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。時
と
し
て
、患
者
側

は
実
損
が
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、精

神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と

で
、医
療
機
関
側
に
賠
償
を
請
求
し

て
く
る
こ
と
が
あ
る
。い
わ
ゆ
る
精

神
的
苦
痛
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求

だ
が
、医
療
機
関
側
と
し
て
は
、道

義
的
な
責
任
を
感
じ
る
こ
と
は
問

題
な
い
と
し
て
も
、賠
償
責
任
に
関

し
て
は
、常
に
冷
静
に
判
断
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。異
論
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、賠
償
責
任
と

は「
心
」の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、あ

く
ま
で
法
的
な
問
題
が
大
き
い
こ

と
を
自
覚
願
い
た
い
。

〈
結
果
〉

　

医
療
機
関
側
が
医
療
過
誤
を
否

定
し
続
け
た
結
果
、調
停
は
不
調

に
終
わ
り
、そ
の
後
、患
者
側
の
主

張
が
一
切
な
く
、裁
判
に
も
な
ら
な

か
っ
た
の
で
、事
実
上
の
立
ち
消
え

解
決
と
し
た
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
第
2
9
7
3

号（
2
0
1
6
年
8
月
5
日
）、第

2
9
7
6
号（
同
年
9
月
10
日
）よ

り

（
70
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

Ａ
医
療
機
関
か
ら
紹
介
入
院
。頭

部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
て
左
脳
梗
塞
・
多
発
性

脳
梗
塞
と
診
断
し
た
。そ
の
1
週
間

後
に
目
眩
が
出
現
し
た
。嘔
吐
し
た

の
で
Ａ
医
療
機
関
耳
鼻
咽
喉
科
を

受
診
し
た
と
こ
ろ
、頭
位
変
換
性
目

眩
と
診
断
さ
れ
た
。同
日
リ
ハ
ビ
リ

中
に
チ
ア
ノ
ー
ゼ
発
症
。数
日
経
っ

て
右
腰
痛
で
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
あ

り
、高
熱
の
発
症
の
後
、血
圧
低
下

を
認
め
た
の
で
、ボ
ル
タ
レ
ン
坐

薬
・
酸
素
吸
入
・
抗
生
剤
投
与
し
た

が
、家
族
に
は
こ
の
ま
ま
解
熱
し
な

け
れ
ば
3
日
で
危
険
な
状
態
に
な

る
と
説
明
し
た
。血
液
培
養
で
肺
炎

桿
菌（
＋
）、敗
血
症
と
診
断
し
た
。

症
状
は
一
旦
軽
快
し
た
が
、念
の
た

め
に
Ｂ
医
療
機
関
に
転
院
さ
せ
た
。

な
お
、点
滴
に
使
用
し
た
針
は
エ
ラ

ス
タ
ー
針
で
20
Ｇ
～
24
Ｇ
で
、感
染

予
防
の
対
策
と
し
て
3
日
ご
と
に

交
換
し
、衛
生
管
理
に
努
め
て
い
た

が
、点
滴
漏
れ
を
認
め
抜
針
し
た
経

緯
が
あ
っ
た
。

　

患
者
側
は
、点
滴
に
よ
り
敗
血
症

と
な
っ
た
の
は
過
誤
で
あ
る
と
し

て
、医
療
費
の
減
免
等
を
要
求
し
て

き
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、敗
血
症

の
原
因
は
腸
腰
筋
膿
瘍
か
ら
惹
起

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
、医

療
行
為
と
因
果
関
係
の
あ
る
可
能

性
も
否
定
は
し
な
い
が
、予
見
不
能

で
不
可
抗
力
と
し
て
過
誤
で
は
な

い
と
主
張
し
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約
1

年
2
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

医
療
機
関
側
は
、敗
血
症
の
原

因
は
一
応
、腸
腰
筋
膿
瘍
と
し
て
い

た
が
、実
は
院
内
で
静
脈
炎
と
の
意

見
も
あ
り
、患
者
側
へ
の
説
明
に
は

す
で
に
静
脈
炎
と
伝
え
て
し
ま
っ

て
い
た
。改
め
て
院
内
事
故
調
査
会

を
設
け
て
、統
一
見
解
を
纏
め
る
べ

き
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。な
お
、医
療

過
誤
の
有
無
に
つ
い
て
は
、エ
ラ
ス

タ
ー
針
交
換
時
に
培
養
を
す
べ
き

だ
っ
た
等
の
反
省
点
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、患
者
の
そ
の
後
の
状
態
は
良

好
で
実
損
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

感
染
源
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

な
お
、医
療
機
関
は
明
確
な
主
治
医

制
を
採
っ
て
お
ら
ず
、一
人
の
患
者

に
多
数
の
医
師
が
関
与
し
て
い
た
。

こ
れ
で
は
事
故
や
紛
争
が
発
生
し

た
場
合
に
、患
者
対
応
に
不
都
合
が

生
じ
る
リ
ス
ク
が
減
少
し
な
い
の

で
、院
内
シ
ス
テ
ム
の
再
考
を
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

〈
結
果
〉

　

院
内
の
体
制
等
に
問
題
は
認
め

ら
れ
た
が
、敗
血
症
と
医
療
行
為
と

の
因
果
関
係
が
、調
査
を
し
て
も
明

白
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、事
故

に
関
わ
る
直
接
的
な
実
損
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
、予
見
可
能
性
が
な

か
っ
た
こ
と
を
患
者
側
に
誠
意
を

も
っ
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
、患
者
側

か
ら
ク
レ
ー
ム
が
途
絶
え
て
久
し

く
な
っ
た
の
で
、立
ち
消
え
解
決
と

み
な
さ
れ
た
。

医
事
紛
争
事
例

医
事
紛
争
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
師
が
選
ん
だ

45

46

院
内
の
医
療
安
全
体
制
に

不
備
あ
り

実
損
の
な
い
小
脳
出
血
等

の
見
落
と
し
に
関
わ
る「
道

義
的
責
任
」と「
賠
償
責
任
」

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご

質
問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の

ご
感
想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ま
た
、白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す（
6

面
に
掲
載
）。詳
し
く
は
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯171◯171

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

～明日は我が身
　京都府保険医協会・医療安全対策部会の経験豊富な担当理事（医師）が数あ
る紛争事例の中から厳選した事例で構成。
　本書に掲載した紛争事例は、協会が実際に会員医療機関からの相談に対応
したものであり、かつ、医療現場において特に注意すべき、あるいは典型的な
事例を厳選。

広島協会会員価格
2,000円（税込・送料別）お申込みは京都府保険医協会まで　ＴＥＬ　075－212－8877

医事紛争事例集－医師が選んだ60事例－
　医療安全研修ＤＶＤ　ＰａｒｔⅢ

日常診療における「安心」と「安全」のために
　「医事紛争事例集－医師が選んだ60事例」（2019年9月発行）に掲
載されている60事例すべて網羅！医療法で定められている医療安全
研修をより効率的に実施可能！書店では手に入らないオリジナル！

広島協会会員価格　7,000円（税込・送料別）

審査、指導・監査対策に活用できる1冊

（医科） 保険医のための審査、指導、監査対策
　　　 日常の留意点【第4版】� 定価：4,000円（税込）

（歯科） カルテ記載を中心とした指導対策テキスト
　　　 ―審査対策を含めた日常の留意点―

定価：2,000円（税込）
※�会員には1冊無料分を既にお送りしています。 2冊目からは定価販売となります。
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2
0
2
2
年
3
月
8
日（
火
）、

第
23
期
第
10
回
理
事
会
を
開
催
し

た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の
報
告
】

・
第
23
期
第
9
回
理
事
会
の
決
定

事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
の
討
議
内
容
、

報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事
へ
の

参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現
勢
の
報

告
。

・
抗
議
声
明
の
発
表
を
報
告
、確
認
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ
い
て

・
2
0
2
2
年
度
診
療
報
酬
改
定

対
策
、75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
2

割
化
阻
止
に
向
け
て
、保
団
連
国

会
内
集
会
へ
の
参
加
、宣
伝
物
の
活

用
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
研
究
会
企
画
の

検
討
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
計
画
案
、相
談

対
応
に
つ
い
て
報
告
、確
認
。

・
冊
子「
原
発
よ
り
も
命
の
海
を
」第

7
号
発
刊
を
決
定
。

・
公
立
・
公
的
病
院
等
の
再
編
・
統
合

問
題
に
つ
い
て
今
後
の
取
り
組
み

を
確
認
。

②
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、主
張

案
を
討
議
、決
定
。

③
共
済

・
休
保
給
付
審
査
。

④
総
務・財
政

・
記
念
講
演
企
画
の
進
捗
状
況
を

確
認
。

⑤
行
事・会
議
予
定

・
新
点
数
検
討
会
の
開
催
形
態
を

決
定
。

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑥
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等
を
確

認
。

⑦
そ
の
他

・
他
協
会
行
事
企
画
の
広
報
に
つ
い

て
、検
討
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
よ
ろ
ず
法
律 

　

税
務 

労
務
」相
談

　

ご
利
用
に
つ
い
て

「
よ
ろ
ず
法
律 

　

税
務 

労
務
」相
談

　

ご
利
用
に
つ
い
て

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労
務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日

時
に
つ
き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の

都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

必
ず
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会

で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

10
23

税理士
☆助言者　松野 和生 税理士（松野和生税理士事務所）

山口県山口市小郡黄金町16-5グランドパレス小郡1301山口県山口市小郡黄金町16-5グランドパレス小郡1301
0 8 3 - 9 7 6 - 8 5 7 70 8 3 - 9 7 6 - 8 5 7 7

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

第
6
波
の
感
染
爆
発
に
よ
り
自
宅

療
養
者
は
58
万
人
に
達
し
、高
齢

者
施
設
ク
ラ
ス
タ
ー
患
者
の
受
け

入
れ
も
困
難
に
な
り
、死
者
数
も

過
去
最
多
を
更
新
し
て
い
る
。

　

こ
の
医
療
崩
壊
の
根
本
的
な
原

因
は
、新
自
由
主
義
政
治
に
よ
る

社
会
的
共
通
資
本
の
削
減
と
、世

界
医
師
会
総
会
リ
ス
ボ
ン
宣
言
の

よ
う
な
患
者
の
権
利
中
心
の
医
療

基
本
法
が
な
い
た
め
で
あ
る
。一
刻

も
早
く
、国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
民
主
主
義
政
治
と
患
者
お
よ

び
医
療
従
事
者
の
権
利
の
法
制
化

が
必
要
で
あ
る
。�

（
Ｈ
Ｋ
）

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

編
集
後
記

医科・歯科診療報酬改定に関する書籍のご案内

〈医科〉
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

定
価
・
5
，0
0
0
円（
税
込
）

〈歯科〉
2
0
2
2
年
改
定
の
要
点
と
解
説

定
価
・
4
，0
0
0
円（
税
込
）

●会員1冊無料分は、既にお送りしています。
●会員からの追加注文分は有料にてお送りします。

高齢者のポリファーマシー対策 新型コロナウイルスの流行
～変異株の出現と変遷～

講師：秋下　雅弘　先生

　　　（�東京大学大学院医学系研究科老年病学教

授）

日時：4月23日（土）15：00～16：30

　　　※要事前申込（締切4月20日（水））

ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセミ

ナーです。

医科会員の先生方には案内を郵送しています。

参加ご希望の方は、案内に記載しているURL又

はQRコードよりお申込みください。

講師：坂口　剛正　先生

　　　（�広島大学大学院医系科学研究科ウイルス学教

授）

日時：5月15日（日）10：00～11：30

　　　※要事前申込（締切5月10日（火））

ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセミ

ナーです。

詳細は後日、郵送でご案内します。

　医科オンラインセミナー　 　新型コロナ対策研究会《医科》　

歯初診の施設基準に関する研修会「院内感染
防止対策に係る標準予防策、新興感染症への
対策－新たなパンデミックに備える－」

講師：小林　隆太郎　先生

　　　（�日本歯科大学東京短期大学学長、日本歯科

医学会連合新型コロナウイルス感染症対策

チーム長）

日時：5月22日（日）10：00～11：30

　　　※要事前申込（締切5月18日（水））

ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセミ

ナーです。

詳細は後日、郵送でご案内します。

　歯科オンラインセミナー　


